
連合艦隊出撃す
第三次世界大戦２

Eiji Oishi
大石英司

立 ち 読 み 専 用
立ち読み版は製品版の1〜20頁までを収録したものです。

ページ操作について
◦頁をめくるには、画面上の□▶（次ページ）をクリックするか、キー
ボード上の□→キーを押して下さい。
もし、誤操作などで表示画面が頁途中で止まって見にくいときは、上
記の操作をすることで正常な表示に戻ることができます。
◦画面は開いたときに最適となるように設定してありますが、設定を
変える場合にはズームイン・ズームアウトを使用するか、左下の拡大
率で調整してみて下さい。
◦本書籍の画面解像度には1024×768pixel(XGA)以上を推奨します。



挿　

画　

安
田
忠
幸



目
次

プ
ロ
ロ
ー
グ 

11

第
一
章　

ア
ン
ダ
マ
ン
海 

17

第
二
章　

外
相
・
国
防
相
会
議 

39

第
三
章　

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
航
空
戦 

65

第
四
章　

情
報
工
作
船 

92

第
五
章　

脱
出
路 

118

第
六
章　

ス
テ
ル
ス
・
グ
ラ
イ
ダ
ー 

146

第
七
章　

ク
ア
テ
ロ
ン
礁 

174

第
八
章　

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
奇
襲 

203

エ
ピ
ロ
ー
グ 
216



登場人物紹介
日本

《防衛省》
〈特殊部隊サイレント・コア〉
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　一佐。ようやく昇進したことで、浮かれ気味。部下には辟
易とされている。

〔原田小隊〕
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。元は小牧基地の教育隊所属の救難教育隊救難指導員。
土門に一本釣りされ小隊長に任命される。コードネーム：K２。

畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。冬戦教からの復帰組。コードネーム：ファーム。
高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。西方普連からの復帰組。コードネーム：ヘル
スケア。

大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕として活躍。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元水泳の強化選手。分隊長に出世した。コードネー
ム：フィッシュ。

田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。ドンパチ好きのオキナワン。田口の「相方」を自称。
コードネーム：ヤンバル。

吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという男。コードネーム：アイガー。

〔姜小隊〕
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。司馬に目を付
けられ、日本人と結婚したことで、部隊に引っ張られる。コード
ネーム：マカルー。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。姜小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。鹿児島県出身で、部隊のまとめ役。コードネーム：チ
ェスト。

井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシアビジネス界の大物。コードネーム：
ボーンズ。



川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西方普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：
ニードル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語を話せる。コードネーム：ベビーフェイス。
阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。西方普連から修業にきた。コードネーム：
ダック。

赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　士長。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネー
ム：シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。生徒隊時代の原田拓海一尉
の同期。

〈陸上自衛隊　西部方面普通科連隊（WAiR）〉
司
し

馬
ば

光
ひかる

　二佐。西方普通科連隊付き教官。朝霞で婦人自衛官の教育
に当たれば一佐に昇進させてやると言われているのだが……。

〈第一ヘリコプター団〉
北
きた

郷
ざと

稔
みのる

　陸将補。
角
かど

倉
くら

重
しげ

信
のぶ

　一佐。高級幕僚。
磯
いそ

貝
がい

拓
たく

也
や

　一佐。副団長。
村
むら

田
た

護
もり

人
と

　三佐。村田家次男。
村
むら

田
た

凛
りん

子
こ

　一尉。村田護人の妹。明野で偵察ヘリに乗っていた。

《海上自衛隊》
〔海上幕僚監部〕
上
うえ

杉
すぎ

慎
しん

吾
ご

　海将。海上幕僚長。

〔航空集団〕
根
ね

木
ぎ

雅
まさ

晴
はる

　海将。航空集団司令官。
岡
おか

田
だ

靖
やすし

　海将補。航空集団幕僚長。

〔南支派遣艦隊〕
高
たか

遠
とお

雅
まさ

也
や

　海将補。南支派遣艦隊司令を務める。
染
そめ

谷
や

俊
とし

雄
お

　一佐。首席幕僚。
板
ばん

東
どう

兼
かね

人
と

　一佐。〝かが〞艦長。
兼
かね

坂
さか

すみれ　二佐。艦隊情報幕僚。



〔第七航空隊〕
藤
ふじ

原
わら

美
み

沙
さ

　二佐。岩国基地第九一航空隊司令。回転翼パイロットとし
てスタートし、後に双発に転じ、海自初のジェットであるＵ－
36Ａのライセンスももつ。

真
ま

島
じま

恵
けい

子
こ

　二佐。整備中隊を率いる。
隈
くま

川
かわ

隆
たかし

　三佐。第七飛行隊副司令。

〔インド洋派遣艦隊〕
江
え

川
がわ

俊
とし

樹
き

　海将補。
竹
たけ

内
うち

幸
こう

輔
すけ

　二佐。作戦幕僚。

〔ヘリ搭載護衛艦〝ほうしょう〞〕
泉
いずみ

田
だ

宣
せん

泳
えい

　一佐。艦長。
橋
はし

口
ぐち

肇
はじめ

　二佐。副長。
宮
みや

城
ぎ

明
あ

日
す

香
か

　一尉。気象班長。

〔第一潜水隊群第三潜水隊〕
御
み

厨
くりや

峰
みね

男
お

　一佐。
中
なか

川
がわ

太
たい

蔵
ぞう

　二佐。そうりゅう型潜水艦〝けんりゅう〞（四二〇〇トン）
艦長。

アメリカ
《アメリカ合衆国大統領行政府》
エリザベス・ケンジントン　大統領。
ケイティ・ヘンドリクセン　国務長官。
コリン・コンラッド　大統領首席補佐官。アマンダ・マクノートンの

上司。
アマンダ・マクノートン　新補佐官。安全保障問題担当次席補佐官か

ら国家安全保障問題大統領補佐官へ就任。
クインシー・ショー　ホワイトハウス広報室長。

トム・ハワード　ＩＴ長者。大統領の西海岸での最大の支援者。〝ド
ラゴン・スカル〞の湯

タン

国
クゥオ

慶
チィン

襲撃に巻き込まれ、娘が即死、妻
は脊髄を損傷し半身不随となった。



中国
《中央弁公庁》
範
ファン

学
シュエ

毛
マオ

　中国共産党中央弁公庁主任。

〈陸軍〉
韋
ウェイ

立
リィ

新
シィン

　少将。
龍
ロン

鵬
プヲン

飛
フェイ

　少佐。世界の奇襲戦法が専門。日本のアニメオタク。

〔第一〇八特別監察旅団〕
武
ウ

彬
ピン

　林
リン

剛
カン

の元上官。彼をスカウトした。
林
リン

剛
カン

　中佐。
陶
タオ

子
ツ

默
モ

　一級軍士長。

〔第一〇一待機旅団〕
葉
イエ

旭
シュイ

東
トン

　少将。
杜
トゥ

子
ツ

健
チィエン

　大佐。参謀長。
程
チヲン

卓
チゥオ

凡
ファン

　大佐。政治将校。
呂
リュィ

志
チィ

強
チィアン

　海軍予備役大佐。〝シー・オブ・カシオペア〞（一二五〇
〇〇トン）船長。

蘇
スゥ

桐
トン

　　中佐。情報参謀。
蔡
ツァイ

慕
ムゥ

青
チン

　中佐。女性部隊を纒める。

〈空軍〉
方
ファン

星
シン

　中佐。優秀な戦闘機パイロットだったが、数年前結核に罹り、
それを機会にコクピットを降りていた。

郝
ハオ

思
ス

　中佐。護衛の戦闘機部隊を率いる。

シンガポール
クー・シェンロン　国防大臣。若く野心家で知られる男。
ウン・テクバ　外相。議会の古株で、滅多に感情を表に出さない男。

姚
ヤオ

芳
ファン

芳
ファン

　クー・シェンロン国防大臣の妻。香港人で元民主運動家。
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不
幸
な
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
意
図
さ
れ
た
結
果
で

は
な
く
、
偶
然
の
所し

ょ

産さ
ん

だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
潜
入
し
て
逃
亡
犯
を
追
っ
て
い
た

中
国
の
人
民
税
務
特
殊
部
隊
が
、
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
の

高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
街
で
あ
る
ロ
デ
ィ
オ
ド
ラ
イ
ブ
で
ア
メ

リ
カ
市
民
を
巻
き
添
え
に
し
た
銃
撃
戦
を
引
き
起
こ
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
衆
国
大
統
領
の
支
援
者
だ
っ
た
Ｉ
Ｔ
長
者

の
一
人
娘
を
死
な
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
か
ら
、
米
中
関
係
は
一
気
に
緊
迫
化
し
た
。

　

外
交
的
な
報
復
合
戦
は
、
や
が
て
中
国
に
よ
る
北
米
大

陸
へ
の
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
と
発
展
。
電
力
網
を

ダ
ウ
ン
さ
せ
た
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
も
破
壊
さ
れ
、
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
空
港
で
日
米
英
三
カ
国
の
民
間
航
空
機
が
絡
む
大

事
故
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る

乗
員
乗
客
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

合
衆
国
政
府
は
こ
こ
に
至
り
、
中
国
へ
の
軍
事
報
復
を

決
断
。
上
海
に
あ
っ
た
サ
イ
バ
ー
戦
部
隊
の
司
令
部
を
、

Ｂ
―

２
Ａ
ス
テ
ル
ス
爆
撃
機
の
編
隊
で
爆
撃
す
る
よ
う

命
じ
た
。

　

ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
南
シ
ナ
海
で
ス
タ
ー
ト
し
た

南Ｓ

Ａ

Ｔ

Ｏ

ア
ジ
ア
条
約
機
構
に
よ
る
南な

ん

沙さ

海
域
で
の
合
同
パ
ト
ロ

ー
ル
で
も
、
大
規
模
な
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

上
海
爆
撃
の
報
復
と
し
て
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
南
沙
の

リ
ー
フ
か
ら
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
な
さ
れ
る
と
、
海
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上
自
衛
隊
が
急
い
で
装
備
し
た
Ｆ
―

35
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｌ
垂

直
離
着
陸
戦
闘
機
で
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
、
全
弾
を
叩
き
墜

し
た
。
ま
た
そ
こ
で
、
発
射
基
地
に
一
番
近
い
場
所
に
い

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
の
哨
戒
艦
が
艦
隊
の
指
揮
下
を
離
脱

す
る
と
、
勝
手
に
機
関
砲
で
反
撃
。
中
国
軍
が
築
い
た
要

塞
を
、
火
の
海
に
変
え
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
〝
ロ
デ
ィ
オ
ド
ラ
イ
ブ
・
ゲ
ー
ト
〞
と
呼
ば
れ

る
銃
撃
戦
か
ら
、
お
よ
そ
一
年
後
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
艦
隊
を
指
揮
す
る
南
支
派
遣
艦
隊
司
令
の
高た

か

遠と
お

雅ま
さ

也や

海
将
補
は
、
い
ず
も
型
護
衛
艦
〝
か
が
〞（
二
七

〇
〇
〇
ト
ン
）
の
旗
艦
用
司Ｆ

Ｉ

Ｃ

令
部
作
戦
室
に
い
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
が
攻
撃
を
開
始
し
て
か
ら
、
一
五
分

が
経
過
し
て
い
る
。

　

戦
場
は
完
璧
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ

た
。
中
国
軍
が
仕
掛
け
た
攻
撃
に
対
し
て
は
、
圧
倒
的
な

パ
ワ
ー
で
抑
え
込
み
、
双
方
に
さ
ほ
ど
犠
牲
者
を
出
す
こ

と
な
く
敵
を
沈
黙
さ
せ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
た
っ
た
一
隻

の
、
二
〇
〇
〇
ト
ン
も
な
い
哨
戒
艦
が
こ
れ
を
台
無
し
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

嫌
な
予
感
は
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
こ
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
は
、
過
去
に
中
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
奪
っ
た
場
所
。
基
本
的
に
、
係
争
地
の
沖
合
い
を
通

過
す
る
時
は
、
そ
の
係
争
当
事
国
の
艦
艇
を
艦
隊
の
外
側

に
配
置
し
、
不
測
の
事
態
を
避
け
る
と
い
う
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
母
国
の
理
解
と
支
持
が

得
ら
れ
な
い
と
い
う
訴
え
で
、
特
別
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍

の
艦
艇
を
岩
礁
側
に
配
置
し
て
い
た
の
だ
。

　

結
果
は
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
は
じ
ま
っ
た
途
端
、
こ

れ
だ
。

　

今
に
し
て
思
え
ば
、
こ
う
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

つ
い
先
日
、
中
国
の
武
装
漁
船
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
漁

船
が
攻
撃
を
受
け
て
、
死
者
が
出
て
い
た
。
こ
の
報
復
と
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し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
が
武
装
漁
船
を
追
い
か
け
、
機
銃

掃
射
を
仕
掛
け
、
撃
沈
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
今
回
、
ち

ょ
っ
か
い
を
出
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
当
事
者
だ
。

　

中
国
が
報
復
行
動
に
出
な
い
わ
け
が
な
か
っ
た
。
こ
ち

ら
の
守
り
は
鉄
壁
で
、
中
国
軍
が
手
出
し
す
る
余
地
を
無

く
す
こ
と
で
報
復
攻
撃
を
抑
止
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
中
国
は
飽
和
攻
撃
と
呼
ぶ
に
は
不
十
分
な
数
で

の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
仕
掛
け
、
こ
ち
ら
は
そ
の
全
弾
を
叩

き
墜
し
た
。
際
ど
い
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
が
、
新
装
備
の
Ｆ

―

35
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
大
活
躍
し
て
く
れ
た
。

　

本
来
な
ら
、
双
方
の
戦
闘
は
こ
こ
で
終
わ
る
は
ず
だ
っ

た
の
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
は
指
揮
下
を
離
脱
し
、
勝
手

に
反
撃
し
は
じ
め
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
に
配
備
さ
れ
た
ば
か
り
の
オ
タ
ゴ

級
哨
戒
艦
〝
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
〞（
一
六
〇
〇
ト
ン
）
は
、

機
関
砲
し
か
装
備
し
な
い
。
逆
に
中
国
側
は
要
塞
化
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
こ
ち
ら
か
ら
の
攻
撃
を
予
期
し
て
い

な
か
っ
た
様
子
で
、
機
関
砲
攻
撃
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の

威
力
を
発
揮
し
た
。
た
ち
ま
ち
ミ
サ
イ
ル
が
爆
発
し
、
弾

薬
庫
に
火
が
回
り
、
施
設
全
体
を
炎
上
さ
せ
る
ほ
ど
の
勢

い
だ
っ
た
。

〝
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
〞
は
、
弾
薬
が
尽
き
た
の
か
、
や
っ

と
攻
撃
を
止
め
沿
岸
部
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

「〝
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
〞
を
離
脱
さ
せ
ろ
。
的
に
な
る
ぞ

…
…
」

　

Ｆ
―

35
Ｂ
の
電

Ｅ

Ｔ

Ｏ

Ｓ

子
光
学
照
準
シ
ス
テ
ム
が
基
地
の
斜
め

上
空
か
ら
撮
影
し
た
ラ
イ
ブ
映
像
を
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
す
。

「
そ
れ
は
い
い
で
す
が
、
責
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。
彼
ら
の

こ
と
」

　

首
席
幕
僚
の
染そ

め

谷や

俊と
し

雄お

一
佐
が
、
硬
い
表
情
で
告
げ
た
。

「
狙
わ
れ
た
の
は
〝
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
〞
で
す
。
し
か
も
、

中
国
軍
は
次
弾
発
射
の
用
意
を
し
て
い
た
。
一
点
の
曇
り

な
く
、
純
然
た
る
正
当
防
衛
で
あ
り
、
国
際
法
上
も
疑
義
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を
挟
む
余
地
は
な
い
」

「
中
国
軍
機
の
動
き
に
注
意
し
ろ
。
必
ず
報
復
攻
撃
を
仕

掛
け
て
く
る
ぞ
。
戦
闘
機
は
、
ミ
サ
イ
ル
や
燃
料
が
少
な

い
順
か
ら
着
艦
さ
せ
、
た
だ
ち
に
上
げ
て
く
れ
」

「
ア
イ
、
司
令
！ 

飛
行
長
、
了
解
で
す
―
」

　

飛
行
管
制
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
、
Ｆ
―

35
部
隊
を
率
い
る
第

七
航
空
隊
司
令
の
藤ふ

じ

原わ
ら

美み

沙さ

二
佐
の
声
が
返
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
ス
キ
ャ
ン
・
イ
ー
グ
ル
無
人
偵
察
機
が
発
射
さ

れ
、
黒
煙
を
上
げ
る
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
へ
と
真
っ
直
ぐ
に
飛

ん
で
い
く
。

　

こ
ち
ら
の
味
方
機
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
し
た
Ｆ
―

35
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
だ
。
一
九
機
全
機
が
上
空
に
上
が

っ
て
い
る
。
パ
ラ
ワ
ン
島
に
展
開
し
て
い
た
航
空
自
衛
隊

の
Ｆ
―

15
Ｊ
イ
ー
グ
ル
戦
闘
機
六
機
は
、
後
方
に
控
え
て

い
た
が
、
今
は
中
国
軍
の
反
撃
に
備
え
て
ミ
ス
チ
ー
フ
礁

の
西
方
空
域
へ
と
前
進
し
て
い
た
。

　

対
し
て
中
国
側
は
、
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
基
地
に
配
備
さ
れ

て
い
た
分
を
含
め
て
、
Ｊ
―

10
Ａ
（
殱
撃
10
）
戦
闘
機
と
、

フ
ラ
ン
カ
ー
戦
闘
機
を
コ
ピ
ー
し
た
Ｊ
―

11
（
殱
撃
11
）

戦
闘
機
六
機
が
上
が
っ
て
い
た
が
、
緒
戦
で
切
り
札
の
Ｊ

―

11
戦
闘
機
四
機
を
こ
ち
ら
に
叩
き
墜
さ
れ
、
全
編
隊
が

近
隣
の
基
地
上
空
へ
と
後
退
し
て
い
た
。

　

中
国
軍
の
戦
闘
機
部
隊
は
、
開
戦
直
前
ま
で
堂
々
と
こ

ち
ら
の
艦
隊
の
真
上
を
飛
ん
で
い
た
が
、
ま
る
で
蜘く

蛛も

の

子
を
散
ら
す
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
。
全
機
、
空
対
空
装

備
で
飛
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
艦
隊
を
攻
撃
で
き
る
よ

う
な
装
備
を
持
た
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。

　

基
地
施
設
の
真
上
を
飛
ぶ
ス
キ
ャ
ン
・
イ
ー
グ
ル
の
赤

外
線
映
像
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。
中
国
が

豆
粒
の
よ
う
な
岩
礁
を
埋
め
立
て
、
滑
走
路
ま
で
作
っ
た

要
塞
基
地
が
炎
上
し
て
い
た
。

　

こ
こ
は
元
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
占
領
し
て
い
た
が
、
一
九

九
五
年
、
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
撤
退
し
た
直
後
に
奪

わ
れ
た
。
た
だ
し
、
満ま

ん

潮ち
ょ
う

時
に
は
水
没
す
る
た
め
、
国
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際
法
上
「
領
土
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

だ
が
今
や
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
陸
地
に
化
け
て
い
る
。

そ
の
陸
上
施
設
の
方
々
で
火
の
手
が
上
が
り
、
爆
発
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
た
。

　

滑
走
路
上
に
航
空
機
は
無
か
っ
た
が
、
近
く
に
止
ま
っ

て
い
た
燃
料
タ
ン
ク
車
が
爆
発
し
、
滑
走
路
を
破
壊
し
て

い
た
。
一
見
無
傷
な
の
は
管
理
棟
く
ら
い
だ
が
、
こ
れ
も

壁
は
穴
だ
ら
け
。
弾
薬
庫
か
ら
は
黒
煙
が
上
が
り
、
対
空

ミ
サ
イ
ル
陣
地
も
派
手
に
燃
え
て
い
た
。

　

発
電
施
設
に
も
火
が
回
っ
た
ら
し
く
、
一
番
派
手
に
黒

煙
を
上
げ
て
い
る
の
は
そ
こ
だ
っ
た
。

　

ろ
く
な
消
火
設
備
も
無
い
の
か
、
兵
士
ら
は
風
下
側
の

滑
走
路
端
の
陸
地
へ
と
逃
げ
て
熱
気
に
耐
え
て
い
る
よ
う

だ
。

「
こ
こ
で
消
火
の
手
伝
い
を
申
し
出
る
の
は
、
野や

暮ぼ

っ
て

も
の
だ
ろ
う
な
…
…
」

「
そ
も
そ
も
、
近
寄
れ
ま
せ
ん
よ
。
何
が
誘
爆
す
る
か
わ

か
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
に
は
、
ど
う
報
告

し
ま
す
？
」

「
あ
り
の
ま
ま
を
、
報
告
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
テ
レ
ビ
で
、
お
ら
が
戦
艦
が
大
活
躍
し
て
中
国

軍
を
蹴
散
ら
し
た
！ 

な
ど
と
、
勇
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
る
前
に
、
正
確
な
情
報
を
政
府
に
報
告
し
と
か
な
い

と
。
…
…
ま
ん
ま
と
、
や
ら
れ
た
な
。
あ
の
艦
長
、
な
か

な
か
侮あ

な
どれ
な
い
ぞ
」

　

高
遠
は
、
映
像
を
多
目
的
ル
ー
ム
に
陣
取
る
各
国
海
軍

の
代
表
ら
に
も
見
せ
る
よ
う
命
じ
た
。

　

そ
し
て
「
ご
意
見
は
？
」
と
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
艦
隊
参
謀
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ト
ー
海
軍
中
佐
に
尋
ね
る
。

　

中
佐
は
、「
何ナ

ツ
シ
ン
グも

―
」
と
あ
き
ら
め
顔
で
応
じ
た
。

「
遅
か
れ
早
か
れ
、
こ
の
事
態
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

先
に
手
を
出
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
中
国
側
で
す
。
先
に

ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ
て
き
た
の
は
あ
ち
ら
で
、
こ
ち
ら
は
抑

制
的
な
反
撃
に
留
め
た
。
中
国
軍
の
戦
闘
機
全
機
を
撃
墜
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で
き
た
の
に
し
な
か
っ
た
し
、
主
砲
で
要
塞
を
更
地
に
で

き
た
の
に
、
そ
れ
も
し
な
か
っ
た
」

「
結
果
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
け
ど
ね
」

「
中
国
軍
が
、
他
の
岩
礁
基
地
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
る
な

ら
、
こ
れ
以
上
の
拡
大
は
な
い
で
し
ょ
う
」

「
本
当
に
そ
う
思
う
か
ね
？
」

「
希
望
的
観
測
と
い
う
や
つ
で
す
。
で
も
、
よ
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
る
意
味
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
が
汚
れ

役
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
日
本
は
、
道
徳
的
に
も
優
位

に
立
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
戦
略
的
戦
術
的
に
も
、
そ
う
言
え
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど

ね
。
こ
こ
に
、
米
空
母
は
い
な
い
か
ら
」

「
私
が
乗
っ
て
い
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
ヘ
リ
空
母
で
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
買
っ
た
空
母
だ
っ
て
実
戦
経
験
を
積
み
つ

つ
接
近
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
長
い
雌し

伏ふ
く

の
時
を
経
て
、

い
よ
い
よ
再
生
日
本
海
軍
が
独
り
立
ち
す
る
時
を
迎
え
た

の
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
手
放
し
て
日
本
に
貸
与
し
て
く
れ
た

新
造
空
母
が
、
現
在
、
こ
れ
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
Ｆ
―

35
Ｂ

戦
闘
機
や
戦
闘
ヘ
リ
を
満
載
し
て
イ
ン
ド
洋
を
日
本
へ
と

向
か
っ
て
い
た
。

　

途
中
、
中
国
の
意
を
受
け
た
パ
キ
ス
タ
ン
空
軍
戦
闘
機

の
攻
撃
を
受
け
た
も
の
の
、
搭
載
し
て
い
た
戦
闘
機
で
応

戦
し
、
辛
く
も
撃
退
し
て
い
る
。
ま
も
な
く
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
を
通
過
し
て
、
南
シ
ナ
海
に
入
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
空
母
機
動
部
隊
の
姿
は
そ

こ
に
無
か
っ
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
王
政
が
つ
い
に
斃た

お

れ
、
ア
メ
リ
カ

は
、
サ
ウ
ジ
に
武
器
を
売
り
ま
く
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

と
一
緒
に
、
そ
の
後
始
末
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

最
新
鋭
の
武
器
が
イ
ス
ラ
ム
の
テ
ロ
リ
ス
ト
勢
力
の
手

に
渡
る
こ
と
を
阻そ

止し

す
る
た
め
、
自
分
た
ち
が
築
い
た
軍

事
基
地
の
破
壊
に
追
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
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第
一
章　

ア
ン
ダ
マ
ン
海

　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
配
備
を
予
定
し
て
い
た
ク
イ
ー
ン
・

エ
リ
ザ
ベ
ス
級
航
空
母
艦
の
二
番
艦〝
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
〞（
七
〇
六
五
〇
ト
ン
）
は
、
計
画
時
点
か

ら
売
却
の
噂
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
結
局
、
表
向
き
貸
与

と
い
う
形
で
日
本
に
売
却
さ
れ
た
。

　

そ
の
空
母
に
搭
載
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ｆ
―

35
Ｂ
戦
闘

機
の
一
部
と
、
モ
ス
ボ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
ア
パ
ッ
チ
戦
闘

ヘ
リ
と
一
緒
に
。

　

海
上
自
衛
隊
は
、
そ
れ
ら
荷
物
を
満
載
し
た
空
母
を
受

け
取
る
た
め
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
隊
員
を
派
遣
し
地
中
海
ま

で
迎
え
の
護
衛
艦
二
隻
も
出
し
た
。

　

事
態
は
風
雲
急
を
告
げ
、
陸
上
自
衛
隊
は
搭
載
す
る
戦

闘
ヘ
リ
に
乗
せ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
整
備
士
を
、
ア
フ
リ
カ

は
ジ
ブ
チ
の
海
自
基
地
ま
で
派
遣
。
イ
ン
ド
洋
上
で
合
流

さ
せ
た
。

　

だ
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
中
国
製
戦
闘
機
を
用
い
て
空
母

を
撃
沈
す
る
ら
し
い
と
い
う
情
報
を
得
た
こ
と
で
、
急
遽
、

ヘ
リ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
、
搭
載
し
て
い
た
Ｆ
―

35
Ｂ
に
乗

せ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
攻
撃
部
隊
を
撃
退
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
の
区
分
で
は
、
そ
れ
は
空
母
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
Ｄ
Ｄ
Ｈ

―
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

と
い
う
扱
い
だ
っ
た
が
、
こ
の
空
母
〝
ほ
う
し
ょ
う
〞
は
、

二
隻
の
護
衛
艦
に
守
ら
れ
な
が
ら
イ
ン
ド
洋
に
別
れ
を
告

げ
、
ス
マ
ト
ラ
島
北
西
端
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
沖
に
達
し
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て
い
た
。
こ
れ
か
ら
ア
ン
ダ
マ
ン
海
へ
と
入
り
、
い
よ
い

よ
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
へ
向
け
て
南
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ン
ド
洋
で
の
空
戦
か
ら
、
す
で
に
二
日
が
経
と
う
と

し
て
い
た
。
こ
の
二
日
間
も
、
彼
ら
は
戦
闘
機
に
乗
り
、

艦
隊
の
上
空
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

日
中
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
で
の
戦
闘
の
様

子
は
、
海Ｎ

Ｉ

Ｆ

Ｃ

─

Ｃ

Ａ

軍
統
合
火
器
管
制
対
空
シ
ス
テ
ム
で
つ
ぶ
さ
に

見
え
て
い
た
。
ワ
ン
サ
イ
ド
・
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
、
こ
ち
ら
に
Ｆ
―

35
と
い
う
切
り
札
が
無
け
れ
ば
難

し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
同
じ
数
の
Ｆ
―

15
Ｊ
イ
ー
グ
ル
戦
闘

機
で
、
あ
の
至
近
距
離
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
即
応
し

て
阻
止
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
だ
。

〝
ほ
う
し
ょ
う
〞
が
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
抜
け
て
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
艦
隊
と
合
流
す
る
に
は
ま
だ
二
日
は
か
か
る
。
そ
れ
ま

で
、
こ
の
空
母
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
も
整
備
ク
ル
ー
も
疲
労
困こ

ん

憊ぱ
い

だ
っ
た
。

　

日
没
を
待
っ
て
か
ら
、〝
ほ
う
し
ょ
う
〞
艦
隊
は
ア
ン

ダ
マ
ン
海
へ
と
入
っ
た
。

　

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
へ
と
向
か
う
タ
ン
カ
ー
や
貨
物
船
が
数じ

ゅ

珠ず

繋
ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
の
存
在
を
秘ひ

匿と
く

す
る

た
め
、
全
て
の
舷げ

ん

灯と
う

を
消
し
、
民
間
船せ

ん

舶ぱ
く

と
同
じ
船
舶
用

レ
ー
ダ
ー
の
み
を
動
か
し
て
航
海
し
て
い
た
。
付
近
の
船

舶
に
は
、
大
型
タ
ン
カ
ー
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

対
空
警
戒
は
、
随ず

い

伴は
ん

す
る
二
隻
の
護
衛
艦
に
委ゆ

だ

ね
て
い

る
。
海か

い

賊ぞ
く

が
出
没
す
る
エ
リ
ア
ま
で
は
ま
だ
し
ば
ら
く
あ

る
。
そ
れ
に
海
賊
対
処
は
さ
ほ
ど
心
配
は
い
ら
な
い
。
こ

ち
ら
は
、
戦
闘
ヘ
リ
を
搭
載
し
て
い
る
し
、
陸
自
の
特
殊

作
戦
群
の
一
個
小
隊
も
乗
っ
て
い
る
。

　

そ
の
特
殊
部
隊
の
彼
ら
も
四
眼
の
暗
視
ゴ
ー
グ
ル
を
装

備
し
、
こ
こ
数
日
、
夜
間
の
見
張
り
に
貢こ

う

献け
ん

し
て
く
れ
て

い
た
。

　

だ
が
、
こ
の
辺
り
は
中
国
本
土
か
ら
近
い
。
往
復
四
〇

〇
〇
キ
ロ
も
な
く
、
中
国
本
土
の
南
西
基
地
か
ら
飛
び

立
て
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
空
を
抜
け
て
、
爆
撃
機
を
往
復
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さ
せ
る
に
十
分
な
距
離
だ
。
空
中
給
油
機
を
同
行
す
れ
ば
、

戦
闘
機
も
往
復
で
き
る
。

　

事
実
、
パ
キ
ス
タ
ン
空
軍
は
、
イ
ン
ド
洋
で
の
攻
撃
を

そ
の
距
離
で
や
っ
て
の
け
て
い
た
。

　

現
在
は
、
艦
隊
は
搭
載
す
る
Ｆ
―

35
Ｂ
戦
闘
機
一
機
を

空
に
上
げ
て
上
空
警
戒
中
だ
っ
た
。
単
独
飛
行
は
さ
せ
な

い
こ
と
が
空
対
空
戦
闘
の
セ
オ
リ
ー
で
、
ま
し
て
夜
間
飛

行
だ
。
危
険
だ
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
整
備
士
の
疲
労
、
搭

載
し
て
い
る
整
備
パ
ー
ツ
の
数
を
考
え
る
と
や
む
を
得
な

い
。
こ
の
後
、
無
事
に
南
シ
ナ
海
に
入
っ
て
か
ら
が
本
番

な
の
だ
。

　

航
海
用
艦
橋
の
後
ろ
、
船
体
の
ほ
ぼ
中
央
に
聳そ

び

え
る
飛

行
管
制
用
ア
イ
ラ
ン
ド
を
、
イ
ン
ド
洋
派
遣
艦
隊
司
令
の

江え

川が
わ

俊と
し

樹き

海
将
補
が
登
っ
て
、
飛
行
管
制
ブ
リ
ッ
ジ
に
姿

を
見
せ
た
。

　

そ
こ
に
は
海
自
の
乗
組
員
が
数
名
と
、
陸
自
か
ら
派
遣

さ
れ
た
、
本
来
、
戦
闘
ヘ
リ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
務
め
る
は

ず
だ
っ
た
飛
行
隊
を
率
い
る
三
佐
が
一
人
陣
取
っ
て
い
る
。

　

そ
の
三
佐
―
村む

ら

田た

護も
り

人と

は
、
飛エ

ア
ボ
ス

行
長
の
カ
バ
ー
が
か

け
ら
れ
た
シ
ー
ト
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
た
。

「
御
用
な
ら
、
出
向
き
ま
し
た
の
に
」

　

赤
い
暗
視
照
明
の
下
で
、
村
田
が
声
を
か
け
て
く
る
。

「
い
や
、
君
ら
は
お
疲
れ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ね
。
異
常

は
？
」

「
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
は
生
き
て
い
る
の
で
、

機
体
の
位
置
や
大お

お

凡よ
そ

の
速
度
は
把
握
し
て
い
ま
す
。
タ
イ

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
沖
ぎ
り
ぎ
り
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
本

艦
か
ら
の
距
離
は
、
凡
そ
四
〇
〇
キ
ロ
。
あ
と
一
時
間
飛

ん
で
交
替
し
ま
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
ど
こ
の
レ
ー
ダ
ー
に
も
映
っ
て
い
な

い
？
」

「
は
い
、
見
え
て
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
見
え
て
い
ま
す
が

…
…
」

　

と
村
田
は
船
舶
用
レ
ー
ダ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
を
指
し
示
し
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た
。
輝き

度ど

を
落
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
周
辺
を
航
海
す

る
民
間
船
舶
の
レ
ー
ダ
ー
の
画
像
に
、
味
方
機
が
発
す
る

ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
ー
情
報
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
。

「
そ
れ
で
、
も
し
中
国
軍
の
戦
闘
機
な
り
爆
撃
機
な
り
が

現
れ
た
ら
、
こ
こ
か
ら
戦
闘
機
を
上
げ
て
間
に
合
う
の
か

ね
？
」

「
イ
ン
ド
洋
の
経
験
か
ら
、
更
に
二
機
の
戦
闘
機
の
梱こ

ん

包ぽ
う

を
解
き
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
訓
練
し
ま
し
た
。
五
機
の
戦
闘

機
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
と
も
に
飛
行
甲
板
上
で
待
機
し
て

い
ま
す
」

　

ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
下
を
見
下
ろ
す
と
、
飛
行
甲
板
の
後
部

に
、
五
機
の
戦
闘
機
が
整
然
と
並
ん
で
い
た
。
コ
ク
ピ
ッ

ト
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
は
降
り
て
い
る
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
姿
ま
で
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
い
つ
で

も
発
艦
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

デ
ッ
キ
を
監
視
す
る
暗
視
カ
メ
ラ
の
映
像
に
顔
を
上
げ

る
と
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
中
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
頭
が
動
い
て

い
る
の
も
わ
か
っ
た
。

「
私
の
機
体
だ
け
は
無
人
で
す
が
」

「
君
も
出
撃
す
る
の
？
」

「
も
し
、
中
国
軍
が
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
戦
訓
を
汲く

む
な
ら
、

今
回
は
も
っ
と
大
が
か
り
で
く
る
で
し
ょ
う
。
ミ
グ
Ｃ
Ａ

Ｐ
の
一
機
が
パ
ッ
シ
ブ
・
セ
ン
サ
ー
で
敵
編
隊
を
発
見
し
、

わ
れ
わ
れ
が
た
だ
ち
に
発
艦
し
、
敵
が
レ
ー
ダ
ー
で
本
艦

を
捕
捉
す
る
直
前
に
会
敵
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
レ
ー
ダ
ー
の
火
を
入
れ
た
状
態
で
迎
撃
す
る
の
で
、

敵
編
隊
は
空
母
攻
撃
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
と
い
う
算
段

で
す
」

「
う
ま
く
い
く
と
い
い
が
な
…
…
。
も
し
、
敵
編
隊
の
離

陸
が
察
知
で
き
る
よ
う
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
事
前
に
情

報
を
も
ら
え
る
だ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
さ
そ
う
だ
か
ら
な
。
期
待
は
で
き
な
い
」

「
南
沙
の
状
況
は
、
ど
う
な
の
で
す
か
？
」

「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
艦
隊
は
、
い
っ
た
ん
紛
争
エ
リ
ア
か
ら
離
れ
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た
よ
。
中
国
は
す
ぐ
さ
ま
反
撃
に
出
て
く
る
か
と
身
構
え

て
い
た
が
、
さ
す
が
に
二
〇
隻
も
の
大
艦
隊
を
相
手
に
航

空
攻
撃
を
仕
掛
け
る
に
は
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
だ
と

考
え
直
し
た
の
だ
ろ
う
。
南
沙
の
各
要
塞
に
配
置
し
た
戦

闘
機
部
隊
を
、
ひ
と
ま
ず
海か

い

南な
ん

島と
う

ま
で
引
き
揚
げ
さ
せ
た

よ
う
だ
。
夕
方
、
海
幕
長
が
記
者
会
見
で
、
当
た
り
障
り

の
無
い
事
実
関
係
を
公
表
し
た
。
―
ミ
ス
チ
ー
フ
礁

付
近
で
航
行
の
自
由
作
戦
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
中
国
軍
か

ら
対
艦
ミ
サ
イ
ル
の
飽
和
攻
撃
を
受
け
、
こ
れ
を
叩
き
墜

し
た
。
中
国
側
に
次
弾
発
射
の
気
配
が
あ
っ
た
た
め
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
海
軍
艦
艇
が
こ
れ
に
反
撃
。
埋
め
立
て
地
の
要

塞
に
若
干
の
被
害
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
正
当
防
衛
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
事
態
の
悪
化
を
望
ま
な
い
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
艦
隊

は
、
い
っ
た
ん
現
場
海
域
を
離
れ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ

は
航
行
の
自
由
作
戦
の
中
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い

―
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ
」

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
は
、
勝
手
に
暴
走
し
た
ん
で
す
よ
ね
」

「
今
更
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
を
悪
役
に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

統
制
が
取
れ
て
い
な
い
と
批
難
さ
れ
る
。
そ
れ
に
、
海
幕

は
、
米
側
の
陰
謀
を
疑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
が

日
本
が
尻
ぬ
ぐ
い
し
て
く
れ
る
か
ら
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

嗾け
し
かけ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
ね
」

「
…
…
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
く
ら
ア
メ
リ
カ
の
世
論

が
激げ

っ

昂こ
う

し
て
い
る
か
ら
と
、
中
国
と
の
全
面
戦
争
を
望
ん

で
い
る
と
は
思
え
な
い
」

「
そ
の
全
面
戦
争
を
戦
い
抜
く
の
が
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
で

は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
だ
と
し
た
ら
？ 

米
海
軍
は
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
艦
隊
に
、
ほ
ん
の
一
、
二
隻
し
か
参
加
さ
せ
て
い
な
い
。

空
母
は
中
東
に
張
り
付
い
て
い
る
し
」

「
私
が
お
願
い
し
た
援
軍
の
件
で
、
返
事
は
き
ま
し
た

か
？
」

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
整
備
員
の
人
員
増
の
件
か
ね
。
リ
ク
エ

ス
ト
は
し
た
よ
。
検け

ん

討と
う

す
る
と
い
う
話
だ
が
、
パ
ラ
ワ
ン

島
か
ら
マ
レ
ー
半
島
を
真
っ
直
ぐ
突
っ
切
っ
て
も
、
二
五
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〇
〇
キ
ロ
も
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
な
ら
も
う
少
し

近
く
な
る
が
、
人
を
運
ぶ
術
が
な
い
だ
ろ
う
」

「
こ
の
艦
に
は
、
Ｍ
Ｈ
―

１
０
１
大
型
ヘ
リ
が
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
な
い
と
い
う
な
ら
、
自
分

ら
が
操
縦
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
往
復
し
て
き
ま
す
」

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
、
片
道
一
一
〇
〇
キ
ロ
か
。
人
員

だ
け
な
ら
、
十
分
連
れ
て
戻
れ
る
な
。〝
か
が
〞
の
乗
員

を
数
名
派
遣
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
、
楽
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
程
度
の
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
望
み
た
い
が
。
早

速
進
言
し
て
み
る
よ
。
中
国
軍
は
、
今
夜
中
に
仕
掛
け
て

く
る
か
な
？
」

「
夜
明
け
ま
で
に
こ
の
艦
隊
は
、
五
〇
〇
キ
ロ
も
南
下
し

ま
す
。
中
国
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
防
空

識
別
圏
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
て
仕
掛
け
た
く
は
な
い
で
し
ょ

う
。
一
二
時
間
後
に
は
、
往
復
す
る
距
離
が
一
〇
〇
〇
キ

ロ
も
延
び
る
。
南
シ
ナ
海
で
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
艦
隊
を
相
手
に

無
謀
な
戦
い
を
仕
掛
け
る
暇
が
あ
っ
た
ら
、
私
な
ら
持
て

る
全
戦
力
を
、
こ
の
〝
ほ
う
し
ょ
う
〞
の
撃
沈
に
投
入
し

ま
す
」

「
た
っ
た
六
機
で
、
防
ぎ
切
れ
る
か
ね
」

「
当
然
、
護
衛
の
戦
闘
機
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
が
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
無
視
し
て
応
戦
し
て
も
、

防
げ
る
の
は
二
〇
機
程
度
が
限
界
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

敵
が
こ
ち
ら
を
侮
り
、
戦
力
を
小
出
し
に
し
て
く
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
よ
」

　

艦
が
急
に
取
り
舵
を
取
っ
た
た
め
、
身
体
が
逆
の
右
方

向
へ
と
も
っ
て
い
か
れ
た
。
モ
ニ
タ
ー
を
覗
き
込
む
と
、

前
方
に
二
〇
ノ
ッ
ト
で
向
か
っ
て
く
る
船
舶
が
映
っ
て
い

る
。

　

バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
沖
の
こ
の
海
域
は
、
半
径
五
〇
キ
ロ

圏
内
に
常
時
五
〇
隻
前
後
の
タ
ン
カ
ー
や
貨
物
船
が
ひ
し

め
き
合
っ
て
い
る
の
だ
。

　

艦
隊
は
、
そ
れ
ら
と
交こ

う

錯さ
く

す
る
こ
と
を
避
け
て
だ
い
ぶ

沖
合
い
を
航
行
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
す
れ
違
う
船
舶
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は
い
た
。
マ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
情
報
だ
と
、
向
か
っ
て
く
る
船
は
カ
ナ
ダ
船
籍
の
貨
物

船
で
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
出
発
し
た
船
の
よ
う
だ
。

　

艦
隊
は
、
肉
眼
で
目
撃
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に

さ
ら
に
沖
へ
と
針
路
を
変
え
た
。

　

相
手
の
レ
ー
ダ
ー
に
も
こ
ち
ら
は
映
っ
て
い
る
。
手
持

ち
ぶ
さ
た
な
誰
か
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
情
報
が
無
い
大

型
船
舶
だ
と
気
付
く
か
も
し
れ
な
い
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
船
乗
り
な
ら
ば
、
軍
艦
だ
と
す
ぐ
察
す
る

だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
抜
け
る
ま
で
は
、
一
〇
〇

〇
隻
前
後
の
船
舶
と
す
れ
違
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
三
分
の
一
は
、
中
国
船
籍
の
船
だ
。
明
る
く
な
る

ま
で
は
、
な
る
べ
く
正
体
は
隠
し
た
か
っ
た
。

　

中
央
軍
事
委
員
会
が
入
る
「
八パ

ー

一イ
ー

大タ
ア

楼ロ
ウ

」
が
あ
る
北ペ

京キ
ン

市
長
安
街
。
人
民
革
命
軍
事
博
物
館
に
近
い
六
階
建
て

の
ビ
ル
に
入
る
第
一
〇
八
特
別
監
察
旅
団
の
司
令
部
で
は
、

二
階
奧
に
あ
る
武ウ

彬ピ
ン

大
佐
の
オ
フ
ィ
ス
を
、
六
階
の
住
人

の
龍ロ

ン

鵬プ
ヲ
ン

飛フ
ェ
イ

少
佐
が
訪
ね
て
き
た
。

「
珍
し
い
な
、
少
佐
。
こ
ち
ら
か
ら
呼
ん
で
も
、
浮
か
な

い
顔
で
嫌い

や

々い
や

現
れ
る
君
が
、
自
ら
顔
を
見
せ
る
な
ん
て
」

　

大
佐
は
、
笑
い
な
が
ら
少
佐
を
出
迎
え
た
。
大
佐
の
右

手
に
は
箸は

し

が
握
ら
れ
て
い
る
。

「
お
邪
魔
で
し
た
ら
、
ア
ポ
を
取
り
ま
す
が
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
少
佐
は
眼め

が
ね鏡

を
外
す
と
、
タ
オ
ル
地

の
ハ
ン
カ
チ
で
こ
め
か
み
か
ら
流
れ
る
汗
を
拭
く
。

「
と
ん
で
も
な
い
。
晩
飯
を
食
べ
て
い
た
だ
け
だ
。
君
も

一
緒
に
喰
う
か
？ 

食
堂
か
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
る
ぞ
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
が
自
分
は
、
上
で
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た
ば
か
り
で
す
の
で
結
構
で
す
」

「
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
こ
さ
せ
よ
う
」

　

大
佐
は
副
官
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
煎い

れ
る
よ
う
命
じ
た
。
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応
接
セ
ッ
ト
の
隣
に
あ
る
テ
レ
ビ
・
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
映
像
が
映
っ
て
い
た
。

　

中
国
本
土
で
は
、
午
後
か
ら
全
く
海
外
テ
レ
ビ
は
映
っ

て
い
な
い
。
党
と
政
府
、
軍
の
中
で
も
、
特
別
な
部
局
だ

け
が
視
聴
を
許
さ
れ
る
修
正
無
し
の
映
像
だ
っ
た
。

「
南
沙
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
の
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
日
本
語
は
わ
か
ら
な
い
が
、
情
報
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
漏
れ
た
ら
し
い
。
う
ち
の
基
地
を
砲
撃
し
て
破
壊

し
た
、
と
。
そ
れ
を
米
側
が
追
認
し
、
日
本
側
が
状
況
を

国
民
に
説
明
し
た
。
ま
あ
、
海
軍
か
ら
聞
い
て
い
る
話
と
、

だ
い
た
い
合
っ
て
い
る
よ
。
提て

い

督と
く

連
中
は
、
日
本
側
の
攻

撃
を
い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
言
い
立
て
た
よ
う
だ
が
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
夕
方
に
あ
っ
た
海
幕
長
の
記
者
会
見
の

模
様
を
く
り
返
し
流
し
て
い
る
。

「
何
か
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
り
そ
う
か
な
」

　

日
本
語
を
ア
ニ
メ
で
覚
え
た
と
い
う
龍
少
佐
は
、
し
ば

ら
く
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
「
い
え
、
特
に
な
さ
そ
う
で
す

ね
」
と
応
じ
た
。

　

副
官
が
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
応
接
セ
ッ
ト
に
置
く
と
、

少
佐
は
、
砂さ

糖と
う

を
三
杯
も
入
れ
た
。
そ
れ
を
見
た
大
佐
は

眉
を
顰
め
る
。

「
余
計
な
お
世
話
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
君
の
そ
の
体
型

だ
と
、
砂
糖
な
ど
の
甘
い
物
は
、
控
え
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
？
」

「
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
大
佐
！ 

糖
分
不
足
は
、
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
思
考
が
鈍
り
ま
す
‼
」

　

少
佐
は
、
ド
バ
ッ
と
砂
糖
を
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
、
立

っ
た
ま
ま
ほ
ん
の
三
口
半
で
飲
み
干
し
た
。

「
…
…
マ
リ
ン
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
を
見
る
か

ね
？ 

例
の
作
戦
の
船
団
は
、
す
で
に
太
平
洋
へ
と
抜
け

た
よ
」

「
早
い
で
す
ね
。
０
号
船
は
ど
う
で
す
か
？
」

　

大
佐
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
情
報
を
呼
び
出
し
た
。

「
ハ
ワ
イ
島
沖
に
い
る
。
船
会
社
が
、
ハ
ワ
イ
州
政
府
か
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ら
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。
向
こ
う
で
発
信
さ
れ

た
の
は
深
夜
だ
か
ら
、
あ
ち
ら
も
い
ろ
い
ろ
揉も

め
た
の
だ

ろ
う
な
…
…
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両
国
関
係
は
今
現
在
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
人
的
交
流
を
遮
断
す
る
の
は
賢け

ん

明め
い

な
判
断
と
は
言
え
ず
、
ま
し
て
や
補
給
が
必
要
な
客
船
の

入
港
を
断
る
の
は
人
道
上
も
相
応
し
く
な
い
。
わ
れ
ら
ハ

ワ
イ
州
民
は
、
貴
船
の
入
港
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
ハ

ワ
イ
州
民
と
の
間
に
友
好
を
深
め
、
米
中
の
架か

け
橋は

し

な
ら

ん
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
、
と
い
う
話
だ
。
向
こ
う
も
、

金
は
欲
し
い
だ
ろ
う
。
米
中
間
の
航
空
路
が
途
絶
え
た
今
、

二
〇
〇
〇
人
か
ら
の
観
光
客
が
上
陸
し
て
、
買
い
物
を
し

て
く
れ
る
ん
だ
。
た
だ
で
さ
え
州
経
済
が
大
打
撃
を
被
っ

て
い
る
時
に
、
断
れ
る
は
ず
も
な
い
。
明
日
朝
一
で
ハ
ワ

イ
島
に
入
港
し
、
火
山
観
光
を
楽
し
み
、
オ
ア
フ
島
へ
と

向
か
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
―
党
か
ら
は
、
作
戦
を

急
げ
と
言
っ
て
き
て
い
る
。
前
倒
し
の
案
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

「
船
舶
移
動
で
す
よ
。
飛
行
機
で
飛
ん
で
い
く
の
と
は
わ

け
が
違
い
ま
す
」

「
で
は
、
た
と
え
ば
オ
ア
フ
、
ハ
ワ
イ
両
島
で
の
同
時
作

戦
は
い
っ
た
ん
諦
め
て
、
オ
ア
フ
島
の
み
の
作
戦
に
集
中

す
る
と
か
は
ど
う
だ
？
」

「
感
心
し
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
に
、
反
撃
の
拠
点
を
み
す

み
す
く
れ
て
や
る
よ
う
な
も
の
で
す
」

「
そ
の
こ
と
は
明
日
の
朝
、
も
う
一
度
再
検
討
し
よ
う
。

党
は
前
向
き
な
判
断
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
で
、
君
の
用

事
は
何
だ
っ
た
ん
だ
？ 

い
や
、
た
ま
に
は
世
間
話
を
し

に
き
て
く
れ
る
だ
け
で
も
嬉
し
い
が
ね
」

　

大
佐
は
、
本
気
で
そ
う
言
っ
て
い
る
と
い
う
顔
を
し
た
。

「
失
礼
し
ま
し
た
。
自
分
の
用
件
で
す
が
、
実
は
、
日
本

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
何
件
が
読
ん
で
い
て
、
気
が
か
り
な
書
き
込

み
を
発
見
し
た
の
で
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
空
軍
が
、
イ
ギ
リ

ス
製
空
母
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
様
子
で
す
が
、
詳
細
の
報

告
は
届
い
て
い
ま
す
か
？
」



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




